
社会福祉法人 ひじり会

特別養護老人ホーム 第２ひじり園

令和６年度 ノーリフティングケア普及促進事業 実践報告

～地域に選ばれる施設を目指して～

【法人理念】 地域のために地域のために地域のために地域のために 地域とともに地域とともに地域とともに地域とともに

私達はいつも笑顔を絶やさずに

個人を尊重し 健康で生きがいのある生活を支援します

〇住所：久留米市善導寺町飯田1393-11

〇地域密着型・ユニット型 平屋建て

〇定員：特養・・・29名

短期入所生活・・・10名（月内 約20名）

〇平均介護度：3.89

〇介護職員数：22名（平均47歳）

施設概要

ノーリフティングを知っている学生と知らない施設

ひじり会 統括施設長

「「「「新たな思想を取り入れ、新たな思想を取り入れ、新たな思想を取り入れ、新たな思想を取り入れ、

地域に選ばれる施設を目指す！地域に選ばれる施設を目指す！地域に選ばれる施設を目指す！地域に選ばれる施設を目指す！」」」」

選ばれるための選ばれるための選ばれるための選ばれるための３本柱！３本柱！３本柱！３本柱！

≪実習生≫

ノーリフティングケアを学習

≪介護現場の現実≫

抱え上げが必要

・身体を痛めそう

・自分に介護職は

向かないのでは…

選択

健康安心

安全

学生

学生 / 職員

利用者・家族

ベストコンディション・ベストケア

痛い…

頑張るぞ！

元気！

ノーリフティングケアノーリフティングケアノーリフティングケアノーリフティングケア

イライラ

〈腰痛予防対策委員会〉

生活相談員

介護支援専門員

理学療法士

ユニットリーダー

介護長

本部長

統括施設長

一般職員17名

委員会発足！
【現状の施設環境】

・医療用電動ベッド（39台）

・リクライニング型車いす（3台）

・車イス アームサポート、フットサポート

跳ね上げ取り外し機能付き（30台）

・スライディングシート １枚

・スライディングボード なし

・スライディンググローブ なし

・食事介助の回転式イス なし

現状改善を

目指して･･･

やる気が…



ノーリフティングケアの宣言

半数以上が腰痛ありの状況

ノーリフティングケアを

取り入れていくことを宣言！

腰をこうして･･･

ん？あれ？

もう少し後ろに･･･

こうかな？

慣れてきたね！

腰痛体操の実施

背中がすっきりした

◎抱え上げ→スライディングボード

◎腕の力で上方へ→スライディングシート

◎腰の捻じれ→回転式イス

◎圧抜き→スライディンググローブ

痛い･･･

緊張する‥

抱え上げない・引きずらない・持ち上げない

おー！（驚き）

痛くないよ

ベットに回転式イスを

使用し捻じれの解消！

オムツ倉庫の環境

Before

・引き上げて床へ降ろす

Before

・ダンボールが多く動作可能範囲が狭い

After

・配置を変更し、

足元のスペースを広くした

After

・引き上げではなく、手前に引けるよう

向きを変更

・一番下の箱は固定して置き、高さを出した

作業効率UP！



アセスメント・勉強会

ノーリフト対象者アセスメント表

病名氏名

障害

介護

度

痛み

等

㎏体重cm身長

実施していくケ

ア

現在のケア本人の身体機能

認知面 理

解度

コミュニ

ケーション

動き

動き

寝返り

ベッド上で

の上下移動

ベッド上で

の横移動

起き上がり

寝返り

移乗

歩行

トイレ移動

課題

目標

工夫

機能訓練士と

アセスメント施行

勉強会実施

定期ラウンド

違和感を実感

利用者へ実施

リスクの抽出

現場へのフィードバック

・職員への感謝を分かりやすく表現できないだろうか？

◎各ユニットにボードを設置
◎沢山の意見を抽出

ユニット毎にコメントを掲示

取り組みに対する感謝をフィードバック

もっと頑張ろう！

モチベーションUP！

・医療用電動ベッド（39台）

・リクライニング型車いす（3台）

・車イス アームサポート、フットサポート

跳ね上げ取り外し機能付き（30台）

・スライディングシート １枚→   ６枚

・スライディングボード なし→   ２枚

・スライディンググローブ なし→２枚

・食事介助の回転式イス なし→    2つ

・スライディングシートの定着ができた。スライディングシートの定着ができた。スライディングシートの定着ができた。スライディングシートの定着ができた。

→→→→２人で抱えていた利用者様はスライディングシートでスムーズに！２人で抱えていた利用者様はスライディングシートでスムーズに！２人で抱えていた利用者様はスライディングシートでスムーズに！２人で抱えていた利用者様はスライディングシートでスムーズに！

・抱えられなかった職員も介助可能に。非腰痛職員の負担も軽減。

・腰痛体操の定着により、業務時の身体の準備、動かし方、意識が変わった。

半年での成果

職員の状況

あり常に痛い、またはよく痛みがある

あり時々痛い

なし痛みまでは感じないが腰が疲れやすい

なし全く痛まない

“あり”が

72％→58％（-14％）
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日常業務における抱え上げ介護

ない

ほとんどがない

一部あり

ほとんどがそう

“ほとんどそう”が

72％→37％（-35％）
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腰痛対策のために

取り組んでいる事

腰痛ベルトの使用

体操

腰痛関係研修等への参加

その他の取り組み

1位：体操

職員の声と今後の展望

最初はスライディングシート対象者を１名に絞って

いたが、対象者が増えてきたので持ち運びしやすい

ような活用方法を生み出したい。

これまで若い職員に頼ることが多かったけど、

自分でも出来る介護が増えてきて嬉しい。

職員A

職員B

第２ひじり園
法人

事業・成果報告、必要性を事業・成果報告、必要性を事業・成果報告、必要性を事業・成果報告、必要性をアピールアピールアピールアピール

相談、具体的な必要物品の把握相談、具体的な必要物品の把握相談、具体的な必要物品の把握相談、具体的な必要物品の把握

≪展望≫


